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RI会長 10月メッセージ 



ガバナー 10月メッセージ       

 経済と地域社会の発展/ 

 米山月間によせて 

 

 

 

 

 

 

 

 

          国際ロータリー 第2640地区 

             ガバナー 樫畑 直尚 

 

 ロータリーの戦略計画には３つの柱がありま

す。クラブのサポートと強化、公共イメージと認

知度の向上、人道的奉仕の重点化と増加がその

３つですが、今月の特別月間である「経済と地域

社会の発展」は、その「人道的奉仕の重点化と増

加」に準じた重要なテーマです。 

 この分野でのイメージリーダーはロータリアン

なら誰もが知る「ポリオ撲滅運動（１０月２４日は世

界ポリオデー）」です。しかし、それに留まらず、過

去から現在に至るまでロータリーは実に様々な

事業に取り組んできました。私の敬愛するあるパ

ストガバナーは、これは「貧困の撲滅」であると

表現をされました。データに依ると、世界人口の１

４億人近くが職を持っているにもかかわらず、約

８億人が１日1.90ドル（220円）以下で生活してい

る、とあり、若者のワーキング・プア率は３７％を超

え、１日1.90ドル以下の貧困状態または中程度の

貧困状態（3.10～1.90ドル）で生活をしているそう

です。また、貧困者の70％の収入源は農業であ

り、雇用における強い男女格差が生まれていると

指摘されています。 

 さて、貧困問題は世界的に大きな問題である

ことは上述の通りですが、実は、私たちの住む地

域においても無縁ではないのです。岸和田市内

のあるクラブでは、地域の貧困問題に向き合い、

子ども食堂への支援を強めているのだそうで

す。 

 実に驚くべきデータがあります。先進国の中

では突出して、相対的な貧困状態にある子ども

が多いのが日本であり、特に大人が1人の世帯

では相対的貧困率が50.8％に達しているそう

です。子どもの相対的貧困率はOECD加盟国34

カ国中10番目に高く、OECD平均を上回っており、

子どもがいる現役世帯のうち大人が1人の世帯

の相対的貧困率はOECD加盟国中最も高いとい

うのです。 

 経済的理由により、満足な食事ができない子

どもたちへの支援が「子ども食堂」として結実

し、全国的な拡がりを見せています。実際に困っ

ていない人たちも利用しているのではないかと

いうような声もありますが、どのような方が利

用されようとも、有効な手立てのない今は、「子

ども食堂」はその存在理由を強めています。そ

の支援にロータリーが取り組んでいることを知

り、我らが第2640地区のロータリーの活動領域

の広さに大変深い感銘を受けました。 

蛇足ではありますが、当たり前だと思うような

ことが当たり前に行われていない現状を鑑み、

文部科学省では、国民運動として「早寝早起き

朝ごはん」の推進に注力していることを皆さん

にもご紹介をさせて頂きます。 

 さて、もう一つ、「米山月間」にも触れておき

たいと思います。 

 皆さまも既にご存知のように、ロータリー米

山記念奨学会は、将来母国と日本との懸け橋と

なって国際社会で活躍する優秀な留学生を奨

学することを目的としています。 

 年間の奨学生採用数は枠として780人、事業

費は13億円（2016-17年度決算）と、国内では民

間最大の国際奨学事業となっています。これま

でに支援してきた奨学生数は、累計で19,808人

（2017年7月現在）。その出身国は、世界125の国

と地域に及びます（HPより）。 

 去る8月26日には、第1回世界米山奨学会総会

が熊本市で開催され、立派に成長された奨学生

の昔を振り返ることになり感動の渦が巻き起

こったと言います。私たちの第2640地区からも

多くの米山奨学生が学び、巣立って行かれまし

たが、立派に育った奨学生との再会は、さぞ会

員の励みとなり、誇りとなったことでしょう。 

 皆さまの一層の支援を米山記念奨学会にも

賜れるようにお願い致します。と同時に、日本の

ロータリー百年のキャンペーンに入り、創立者と

してその功績を称える為に「公益財団法人米山

梅吉記念館」にも関心を寄せて頂ければ有り難

く思います。 



ガバナー レポート Facebook（hƩps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 

9月1日(土) 

国際ロータリー第2640地区「クラブ会長会

議」。「ロータリーを楽しみ、クラブ・会員基盤

を強化しましょう！」と題して第1,2,3ゾーン

会員増強計画プロジェクトリーダー水野功

PDGに講演を頂きました。平行して事務職員

の皆さんを対象に「ITセミナー」も開催。お

疲れ様でした  

９月２日(日) 

本日は、第2640地区「クラブ青少年関係委

員長会議」。お疲れ様でした！   

9月7日(金) 

田辺ロータリークラブ主催の教育講演会

「夢をあきらめない」が開催されました。講

師は桑田真澄さん。会場の紀南文化会館は

野球少年少女達で満杯。  



ガバナー レポート Facebook（hƩps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 

9月9日(日) 

第2640地区「インターアクトクラブ 国際交

流親睦会」。帝塚山学院泉ヶ丘中学校高等学

校の主管で開催。若いというだけで素晴ら

しい。この時期に世界とつながっていること

を実感できるインターアクトクラブは、本当

に素晴らしい！ 

9月15日(土) 

今日は早朝からビールの仕込み。地区大会

の重要プログラム、国際ロータリー会長代

理をお迎えしての晩餐会でお出しします。麦

酒と言うだけあって、半端ない麦芽の量！ 

9月16日(日) 

泉佐野市内で、2018-19年度長期受入留学

生オリエンテーションと2019-20年度派遣留

学生候補者面接。民間大使の皆さん頑張っ

て下さいね！ 



ガバナー 公式訪問レポート 

9月5日(水)。公式訪問その37。「和歌山東南

ロータリークラブ」。中岡会長、塩崎幹事を始

め、青壮老と年齢層のバランスが絶妙。極め

て専門分野に長けた会員を擁するなど、

2001年に前田ガバナーを輩出した伝統と格

式を感じる。  

9月6日(木)。公式訪問その38。「田辺ロータ

リークラブ」。野村会長、岩本幹事を筆頭に、

地域の著名人が勢揃い。地区最古級かつ最

大のクラブに相応しい陣容。村上PDGの励ま

しに感謝。  

9月7日(金)。公式訪問その39。「白浜ロータ

リークラブ」。北会長、片田幹事を始めとし

て、年齢層のバランスが良く、チームワーク

が自慢。大観光地「白浜」を下支えする地域

事業にも積極的に参加。   

9月8日(土)。公式訪問その40と41。「堺フラ

ワーロータリークラブ」と「堺フェニックス

ロータリークラブ」。本年度地区公式訪問唯

一の合同例会。フラワーの東会長、久保木

幹事、フェニックスの鈴木会長、李副幹事を

始め、女性も多くフラットな会員構成。フラ

ワーは5人、フェニックスは16人の会員にも

関わらず100人を超える例会参加者。衛星E

クラブの可能性も含めて潜在的会員との

事。  

Facebook（hƩps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 



ガバナー 公式訪問レポート 

9月11日(火)。公式訪問その42。「御坊南

ロータリークラブ」。坂井会長、前田幹事を

筆頭に、奨学金給付など真摯に地域の青少

年奉仕に取組む。年齢層、男女比率、会員歴

等、とてもバランスが良いクラブ。チャー

ターメンバーがご健在で「伝統を守る事と

仲の良さが自慢です」と会長評。 

9月12日(水)。公式訪問その43。「田辺東

ロータリークラブ」。武田会長、野村幹事を

筆頭に、行政に協力して地域事業に積極的

に取組む。戦略計画立案を開始し、将来に備

える。創立45周年にして、チャーターメン

バーがお二人もご健在。 

9月12日(水)。公式訪問その44。「御坊東

ロータリークラブ」。松本会長、栗林幹事を

筆頭に、職業意識が高く地域の社会奉仕に

強い関心を持つ。チャーターメンバーが5人

もご健在。素晴らしい！ 

9月13日(木)。公式訪問その45。「橋本ロー

タリークラブ」。1956年創立。中村会長、村

山副幹事を筆頭に、名門に相応しくオール

ラウンドに模範的。前畑、古川の金メダリスト

顕彰碑や万葉歌碑建立を通して、地域社会

に貢献度が高い。ネパールでの学校建設な

ど国際奉仕にも熱心。全員が揃いのジャ

ケットにパンツでお出迎え。   

Facebook（hƩps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 



ガバナー 公式訪問レポート 

9月13日(木)。公式訪問その46。「河内長野

高野街道ロータリークラブ」。飯阪会長、安

井幹事を筆頭に、今年5周年らしくフレッシュ

で柔らかい雰囲気のクラブ。会員増強にも

積極的。辻秀和PDGのお気遣いに感謝。  

9月14日(金)。公式訪問その47。「堺北ロー

タリークラブ」。澤井会長、坂田幹事を筆頭

に、社会奉仕と国際奉仕に注力。しかも卓越

した事業展開。創立38年、チャーターメン

バーが3人もご健在で、地域社会に確固た

る地位を築く。  

9月18日(火)。公式訪問その48。「有田南

ロータリークラブ」。大原会長、赤田幹事を

筆頭に、地域社会への奉仕に注力。その一

つ「ブックスタート」は、乳幼児を対象とした

読み聞かせ活動。  

9月18日(火)。公式訪問その49。「田辺はま

ゆうロータリークラブ」。北山会長、寺本幹

事を筆頭に年齢層が若く、女性会員も多く

て、柔らかくフレッシュなクラブ。チャーター

会員も3人と恵まれて、今後の展開に期待。  

Facebook（hƩps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 



ガバナー 公式訪問レポート 

9月19日(水)。公式訪問その50。「粉河ロー

タリークラブ」。岡会長、中谷幹事を始め、ク

ラブの良き伝統を守り、地域社会への奉仕

に熱心に取り組む。西帰浦RCとの交流は格

別。名誉会員平原PDG出席に感謝。茶席での

おもてなしはサプライズ。  

9月19日(水)。公式訪問その51。「松原中

ロータリークラブ」。宮本会長、前田幹事を

始め、若く柔軟性に富む会員が集う。３人の

チャーター会員が柔らかいムードを作る。盲

導犬支援や松原高校とのインターアクトクラ

ブ活動は年々深みを増す。  

Facebook（hƩps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 

9月25日(火)。公式訪問その52。「松原ロー

タリークラブ」。妻谷会長、山内幹事を始め、

３クラブ創立のスポンサーを務めた名門ク

ラブらしくロータリー情報に詳しい会員が

揃う。市民向け事業「公開例会」は地域の恒

例行事化。RACからも２人が参加。  

9月26日(水)。公式訪問その53。「和泉ロー

タリークラブ」。藤田会長、冨岡幹事を始め、

伝統を重んずるクラブらしく独自な雰囲気

を作る。勝野露観PDGの優しい励ましに感

謝。  



ガバナー 公式訪問レポート 

9月26日(水)。公式訪問その54。「りんくう

泉佐野ロータリークラブ」。町谷会長、八田

幹事ともに和やかで前向き。4人のチャー

ター会員がムードメーカー。地域で展開す

る「緑の少年団」は特筆すべき事業。  

9月27日(木)。公式訪問その55。「和歌山東 

ロータリークラブ」。 吉田会長、乾幹事を始

め、若い役員が活躍中。創立60周年に相応

しく伝統と格式、そして平均年齢60才と若

さもあるクラブ。養護施設「こばと学園」へ

の支援は半世紀を超える。  

9月27日(木)。公式訪問その56。「堺清陵 

ロータリークラブ」。吉村会長、田辺幹事を

始め、柔軟でアクティブな会員が勢揃い。

創立30年にしてチャーターが5人、事務局

員さんも創立時から。支援学校との共同事

業は地域での評価が高い。フィリピンやタイ

を対象に国際奉仕も積極展開。  

9月29日(土)。公式訪問その57。「KUMATORI

向日葵 ロータリークラブ」。番匠会長、番匠

(琢磨)幹事を始め、情熱的な会員がクラブ

の雰囲気を盛り上げる。熊取、泉佐野、貝塚

と田尻、４つの自治体と連携して、防災パト

ロール車の寄贈を計画。平均年齢が40才台

と若く、今後の展開に期待。  

Facebook（hƩps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 



世界ポリオデーにあわせたイベントの開催について 

 

ロータリーのリーダーの皆さまへ 

 

初秋の候、皆さまにおかれましてはますますご活躍のことと拝察いたします。 

 ロータリーは今年も、10月24日の「世界ポリオデー」にイベントを開催いたします。本日は皆さま

に、ポリオ撲滅に関する世界的な認識を高めるため、この日に合わせたイベントを開催することを

お願いするためご連絡しております。 

 私は、ロータリーがポリオ撲滅活動を開始する以前からのロータリアンです。1980年4月にロータ

リーに入会した際、ポリオ撲滅を組織プロジェクトとして実施するといったアイデアはまだ生まれて

いませんでした。また当時は、毎年35万人（そのほとんどが子ども）がポリオに感染していました。 

 当時のロータリーリーダーたちのビジョンとロータリアンによる長年のご尽力のおかげで、今日、

ポリオの発症数は最小数にとどまっています。このメッセージを執筆している今日現在、野生型ポ

リオウイルスによるポリオの発症数は14件です。また、ポリオの常在国は3カ国のみであり、野生型

ポリオウイルスが伝搬しているのはアフガニスタンとパキスタンの国境地域のみとなっています。 

 これだけの成果を収めてこれたのは、ロータリーと世界ポリオ撲滅推進活動（GPEI）パートナー

組織による長年の粘り強い努力があったからです。ロータリーはこれまで、19億ドル以上を集めて

きたほか、ボランティアや職員が多くの時間を費やし、予防接種、ファンドレイジング、アドボカシー

活動など、さまざまな活動に従事してきました。これまでの成果は本当に素晴らしいものであり、ポ

リオ撲滅を達成は目の前に迫っています。 

そうは言っても、撲滅達成に向けた課題は残っており、引き続きの資金提供が必要です。撲滅が認

定されるまで（最後の発症が報告されてから3年）、すべての子どもが予防接種を受けなければな

りませんし、それには毎年何百万ドルもの資金がかかります。これらの活動が遅れる、または停止し

てしまうと、これまで何十年もかけて達成してきたことすべてを無駄にしてしまうという危険が伴

います。 

 この理由から、すべてのロータリークラブが独自の方法で、10月24日の世界ポリオデーに合わせ

たイベントを開催し、ロータリーによるポリオ撲滅の認識を高めていただきたいのです。イベント開

催のアイデアは、endpolio.org/ja/からご覧ください。このサイトからはまた、イベント推進のアイデ

アをご覧いただけるほか、近隣で行われるイベントを検索したり、世界ポリオデーのライブストリー

ミングイベントを閲覧することもできます。ライブストリーミングは、米国東部時間の午後6時半よ

り、フィラデルフィアのCollege of Physicians in Philadelphiaで行われます（日本時間は、10月25日

午前7時半）。 

 ポリオ撲滅のためのインスピレーションとなるべく、世界ポリオデーで皆さまと協力できることを

楽しみにしております。 

             心を込めて 

             2018-19年度国際ロータリー会長 

            バリー・ラシン 

 

 



  「ロータリーデーのイベント告知や、開催後の広報などの情報 

   発信をしていきましょう」 

 

 

 

 

 

 

雑誌・公共イメージ委員会  委員長 豊岡 敬 

 

  本年度のＲＩ会長、バリー・ラシン氏は、ロータリーの公共イメージ向上のために、「ロータ

リーデー」の開催を提案されております。これに伴い、RI2640地区でも、各ロータリークラブ

や分区で、一般市民の方々が参加き、ロータリーを知って頂く「ロータリーデー」の開催を呼

び掛けています。 

  「ロータリーデー」を成功させ、ロータリーの公共イメージを向上させるためには、イベン

トの開催前と開催後に、情報の発信をすることが重要です。集客のために、チラシの製作や

インターネットを活用した宣伝が必要ですが、広告媒体には、「ロータリーデー」である証と

して、必ず ロータリーデーのロゴ を入れて下さい。 また、「ロータリーデー」開催の様子等

を、ホームページやSNSでの情報発信、地元メディアへのプレスリリース等もお願いします。 

大胆な発想でロータリーをアピールしましょう！ 



米山月間によせて  

米山記念奨学委員会 副委員長 谷野 一彦 

 

平素は米山奨学事業に、多大なるご理解ご支援を賜り、誠にありがとうござ
います。 

皆様は、米山奨学事業の正式名称をご存知でしょうか？ 

名称は、「公益財団法人ロータリー米山記念奨学会」です。 

 この公益財団法人は、財団法改正に伴い、2012年1月4日、より公益性の高い

事業として認められ内閣府を主務官庁とする、「公益財団法人ロータリー米山

記念奨学会」として移行登記が完了しました。また、国より「特定公益増進法

人」に認定されているため、当会への寄付は、税制上の優遇措置を受けること

が出来ます。事業内容は変わりませんが、理事の管理責任が重くなることと、とくに、選考に関する

ことに重点がおかれ、より一層の透明性と公平性がもとめられることとなりました。また、2007年、ＲＩ

より、日本全地区合同奉仕活動としての手続が完了しており、ロータリーマークの使用が認められて

おります。この事業の始まりは、日本のロータリークラブの設立に多大な貢献をした米山梅吉翁の功

績を記念し、1952年に東京ロータリークラブで始められました。この事業は、瞬く間に日本の全クラブ

の賛同を呼び、今日の発展に至っております。 

米山奨学事業は、勉学、研究を志して日本に在留している外国人留学生に対し、日本全国のロータ

リアンの寄付金を財源として、奨学金を支給し支援する民間最大の奨学団体です。米山奨学金には、

奨学金による経済的な支援だけでなく、ロータリー独自の世話クラブとカウンセラー制度による心

の通った支援があります。奨学金を支給するだけの団体も多いなか、米山奨学生は例会や奉仕活

動、数多くのロータリアンとの交流を通じて、真の日本を知り、ロータリーが求める平和の心を学んで

います。ロータリアンにとっても、奨学事業の意義を実感し、視野を広める機会となっております。 

 今年度地区米山記念奨学委員会では、現役奨学生のための卓話講習会を多数回開催し、米山記念

奨学生が卓話者として多くのクラブからご依頼いただけるよう卓話指導にも尽力を注いでおりま

す。充実した卓話を披露すべく、現役奨学生も邁進いたしておりますので、今まで米山記念奨学生と

学校所在地の関係で交流が少なかったクラブ様からも、卓話の機会を頂戴できればと存じます。この

ような機会で数多くのロータリアンの皆様とも交流を深めていただき、米山事業への理解促進に一

役を担うことができれば幸甚に存じます。 

 さて、今年度地区委員会では、現役奨学生のみならず、米山学友とも連携し、様々な社会貢献活動

や、日本文化実体験などを計画し、活動しております。これからも、多数のクラブ様にもご協力を頂戴

し、多くの体験を通じて学生たちが日本をより深く理解できるような活動を目指してまいりたいと存

じます。 

 さて、未だ国家間には様々な問題がございますが、経済・文化を含めグローバル化が進む現代社

会において、人的交流は不可欠であります。留学生の多くは、母国に戻り教育職に就く方が最も多く、

日本の心を理解した指導者として、日本と母国との理解促進に大いに役立つことでしょう。また、「平

和日本」を象徴するかのように全国に多くのインバウンドも訪れてきており、こうした人的交流がより

一層の発展を遂げるには、日本を留学の地として選んでくれた学生に心の通った支援をすることで

はないでしょうか。二度と戦争の悲劇を繰り返さないために世界平和を願って設立された米山事業

の使命、理念を鑑み、将来、日本と世界とを結ぶ「懸け橋」となって国際社会で活躍し、ロータリーの

よき理解者となる人材を育成していくことが、ロータリーが目指す「平和と国際理解への推進」その

ものであることをご理解いただきたいと存じます。 

 ロータリアン一人一人が支える米山奨学事業、今後ともご支援、ご協力を賜りますようお

願い申し上げます。 





クラブ会長会議の報告  

地区代表幹事 山本 進三 

9月1日(土)、ルミエール華月殿（和歌山市）において、2018-2019年度 会長

会議が開催されました。今回の会長会議では初めての試みとなる事務職員会

議も同施設の別会場で開催され、各クラブの会長他、事務職員の皆様が多く

参加されました。 

今回の会長会議・事務職員会議の主旨は、大きく3つあり、一つ目は当地区

の会員減少に歯止めをかけるべく会員増強についてのセミナーを開催する

こと、二つ目はMy ROTARYの登録率を上げるため、クラブ会員を補佐する事

務職員の理解を深めてもらうこと、三つ目は地区大会選挙人会議におけるガバナーの選出方

法について、近年続いた郵便投票制を改め指名委員会制に戻すという方針を説明し、各クラブ

会長の意見を聞くことでした。 

会員増強についての講演は、ＲＩ第１.２.３ゾーン地域別会員増強計画プロジェクトリーダーの水

野 功PDGを講師として開演され、分かりやすく会員増強について述べられていました。各クラ

ブの会員増強の一助になれば幸いです。 

クラブ事務職員会議では47クラブの事務職員さんが集う中、2人に1台のパソコンを駆使して

体験型のセミナーを開きました。My ROTARYやクラブ・セントラルについて、多くの事務職員さ

んにご理解いただき盛会であったようです。 

最後に地区大会の選挙人会議における審議事項として、先に各会長の皆様のご意見を求め

た「ガバナーの選出方法」については目立った意見もなく、説明で終わってしまいました。各ク

ラブの会長様としては判断しづらい内容であったかもしれませんが、次回の地区大会の選挙人

会議では改めてご判断いただかなければならないため、それまでにクラブ内でも十分ご検討

の上、会議に臨んでいただければと思います。 

 今回の会長会議・事務職員会議がクラブ会長・事務職員の皆様にとって、今後のクラブ運営に

少しでも役に立つ会合になれば幸いです。ご協力ありがとうございました。  



ロータリークラブ事務職員会議の報告 

ＩＴ委員長 寺下 卓 

 My Rotaryの普及促進とロータリー・クラブセントラルの活用を目的に  

2018年9月1日（土）、ルミエール華月殿において、各ロータリークラブの 

事務職員会議（研修会）を開催しました。 

 当日は、午後1時30分から4時まで、69クラブ中、24クラブの職員が参 

加。開会にあたり、瀨川 良浩 地区副代表幹事が挨拶で、 和歌山ＲＣで 

のMy Rotary登録の取り組みを紹介し、各クラブでの登録を促しました。 

 また、各分区担当のＩＴ委員会委員 [岡本 博(田辺東) 小池 正幸(御坊)  

前田 貴彦(松原中）中谷 新治(粉河)] の出席の元、実際にノートパソコンからインターネット

に接続し、それぞれのクラブのアカウントで、My Rotaryにログインし、研修を行いました。 

 研修では、「クラブ運営」の会員情報の追加情報の登録、編集。中でも、My Rotaryの登録に

必要なメールアドレスの入力について、重点的に操作研修を行いました。また、ロータリー・クラ

ブセントラルについては、クラブの目標値の登録方法など、会員リストの出力方法、ロータリー

ショーケースとの関連づけなど、ロータリー賞との関係を勉強しました。 







地区大会 ＲＩ会長代理紹介 

立 野  純 三 （たての じゅんぞう）  

国際ロータリー第2660地区 PDG 

第1日目 講演 「誰もがインスピレーションになろう」 











地区委員会活動報告 

 

  
クラブ青少年奉仕関連委員長会議 

青少年奉仕委員会 委員長 丸山 信仁 

  クラブ青少年奉仕関連委員長
会議を2018年9月2日(日)、泉大
津駅前のテクスピア大阪で開催し
ました。出席者は、昨年より少し増
え62名と学生20名でした。 

 午後１に受付開始 司会は青少
年奉仕副委員長の阪井 祥博（堺泉が丘RC）が
務め、13：30に樫畑 直尚ガバナーの開会点鐘、
国歌・奉仕の理想 樫畑ガバナーが開会の言葉
を述べ、地区役員紹介、趣旨説明を青少年奉仕
委員長の丸山 信仁（御坊RC）を行いました。こ
のあと、関連４委員会の委員長がＲＩが進めてい
る青少年奉仕について説明いたしました。 

 青少年交換委員会では、水崎 哲男委員長が
挨拶、学生紹介を紹介しました。短期派遣留学生 
でチェコに行った紅谷 憲信君、長期派遣留学生
で、アメリカ留学のミンザック 珠代さん、インドネ
シア留学の榎本 翔太君、ドイツ留学の鎌田 楓
佳さん、ＲＯＴＥＸメンバーになり今後青少年交換
の受入学生のサポートをお願いしています。 

 長期留学生の帰国後の成長ぶりには感動しま
す。皆様にご理解をいただき、より多くの、派遣
学生を送りだしたいと考えています。 

 続いて、インターアクト委員会の近藤 本淳委
員長が挨拶、学生紹介しました。初芝橋本高校イ
ンターアクトクラブの石原 駿（３年）、川本 健太 
（３年）、青木 絵里（２年）、山口 高鋭（２年）の４名
が参加しました。 

インターアクトクラブの発表（初芝橋本高校イン
ターアクトクラブ） 

インターアクトの活動内容は大きく分けて、地区
の行事と学校独自の活動の２種類になります。 

１）地区の行事 

年間10回ほど行われる行事では12の学校が
集まり、研修や交流を行っている。特に大き
な行事である海外研修についての感想。 

２）学校独自の活動 

初芝橋本高校では、学園祭・体育祭での募
金活動や、オープンスクールのお手伝いな
ど様々な活動をしているが、その中でも大
きな3つを紹介。 

    ①地元の夏祭りへの出店 

    ②絵本の読み聞かせ 

③提唱ロータリーの橋本ロータリークラブ
が行っているネパールへの支援につい
て、その視察旅行へ同行した際の報告 

ローターアクト委員会 

 ローターアクト委員会の永野 祥司委員長が
挨拶、RACの佐近 悟地区代表、松村 紗希地区
代表、安坂 雄大地区副幹事、高橋 成基が地区
の今期の活動を紹介しました。今期は、例年行っ
ている、事業とは別に４か所同時に２月１０日に
献血を行います。ロータリアンのご協力をお願
いします。 

 和歌山高等専門学校、学生の奥野 真之介、
浦 孝輔、楠原 今日子、大竹 丞太郎君たちが
参加。コラボレーションして開発したジビエを
使った商品を販売を１０月２８日の地区大会で行
います。ご協力をお願いします。 

 青少年・ライラ委員会では、橋本 竜也委員長
が挨拶、学生紹介しました。１２月１６日(日)に昨
年行ったロータリークリスマスを冬のライラとし
て、岸和田波切ホールで開催します。 

 来年５月３日から５日でライラセミナー和歌山
市加太の和歌山市立青少年国際交流センター
開催予定です。多くのロータリアン、セミナー生
のご参加をお願します。 



地区委員会活動報告 

青少年交換長期・短期派遣学生の帰
国報告会 

 ２０１７-１８年度長期派遣留学生と２０１８-１９年度

短期派遣留学生の帰国報告会を２０１８年８月２６

日（日）14：00～16：30、りんくう国際物流センター

２Ｆで開催しました。 

２０１７-１８年度長期派遣留学生 

  （氏名）     （派遣国） 

 津村 理子  アメリカ 

 喜多 慶一郎 オーストラリア 

 大隅 健吾  アメリカ 

 榎本 祥太  インドネシア 

 田端 隼治  アメリカ 

 鎌田 楓佳  ドイツ 

２０１８-１９年度短期派遣留学生 

 小谷 綾音  オランダ 

 宮川 柚果  ドイツ 

 米田 珠生  ドイツ 

神田 昇大  ドイツ 

吉岡 侑星  ドイツ 

守谷 美来  オランダ 

鏡堂 泰雅  スコットランド 

浅野 瑚雪  ドイツ 

寺田 真彩  ドイツ 

福吉 花苗  ドイツ 

紅谷 憲信  チェコ 

佐藤 美宇  ドイツ 

田口 紗耶加 オランダ 

 以上の方々でした。 

  

 7月～8月にかけ海外で3週間留学した短期派

遣学生と、2017年8月～2018年7月まで、１年間留

学した長期派遣学生による報告会。知人もいな

い知らない土地の慣れない言語や異なった生

活の中で濃密な時間を過ごし、貴重な体験をし

てきた彼らは、発表の時間をもっといただきた

いという熱意に溢れておりました。彼らは、異文

化に触れることにより触発され、未来に大きく羽

ばたくエネルギーを持ち、これから苦難に耐え

乗り越えていく活力を得たことでしょう。  

 

2018-19年度長期受入留学生オリエン
テーションと2019-20年度長期派遣留学
候補生面接 

 ２０１８年９月１６日(日)13：00～17：00、りんくう

物流センター２Ｆで開催しました。 

 青少年奉仕委員会の植田 淳司委員が司会

を務め、本年度の受入留学生５名、（アメリカ３

名、ドイツ１名、インドネシア１名）の初めてのオリ

エンテーションが開催しました。 

 米澤 清和副委員長から１時間、その後、英語

講師により１時間、日本における留学の心得など

を指導しました。留学生にとって地区の受入留

学生として初めて一堂に会し、楽しい雰囲気の

中で行われました。 

それに引き換え、14：00～17：00に開催されま

した2019-20年度長期派遣留学候補生面接で

は７名の学生が緊張の面持ちで面接を行われ

ました。派遣留学を希望する目的を熱意をもっ

て大いに語っています。夢をかなえるため未知

の世界の飛び込んでいく青少年の勇気を感じ

た時間でした。 

青少年交換委員会 委員長 水崎 哲男 



地区委員会活動報告 

インターアクトクラブ 国際交流親睦会 

 

 

インターアクトクラブ委員会  委員長 近藤 本淳 

 2018年9月9日（日）、帝塚山学院泉ヶ丘中・高等学校でインターアクトの国際交流親睦会を開催しま
した。 当日のプログラムは、 

 

10:00 受付開始 

10:30 開会式：司会松原高校IAC 辻田 結女子、倉岡 史果 

開会宣言・点鐘：初芝橋本高等学校IAC 亀谷 雄介 

国歌・インターアクトの歌：ソングリーダー 松原高等学校IAC  黒田 倫生 

開会のことば：地区IA委員長 近藤 本淳 

来賓挨拶：RIDガバナー 樫畑 直尚 

歓迎の言葉：堺フェニックスRC会長 鈴木 順也 

来賓・参加ロータリアン紹介：地区IA委員長 近藤 本淳 

参加インターアクトクラブ紹介：地区IAC顧問代表 海堀 庸子 

11:00 ワークショップⅠ 松原高校スタディーツアー報告会 

12:00 昼食（顧問会議） 

13:00 ワークショップⅡ 留学生との交流 

14:45 閉会式：司会 帝塚山学院泉ヶ丘高等学校IAC 池田 和明 

講評・閉会の言葉：富田林RC IA委員長 豊岡 敬 

閉会宣言・点鐘：初芝橋本高等学校IAC 亀谷 雄介 

  午前のワークショップⅠでは、松原高校の生徒が、パワーポイントを使ってタイ国でのスタディーツ

アーの内容を紹介し、よりよい国際理解のために大切なことを考えさせるワークショップをおこない

ました。午後は、米山奨学生・学友会・RCの元米山奨学生・大阪大学の留学生、全部で22名の協力を得

て、3～4人の日本人生徒が、留学生の出身国の文化・習慣、留学生から見た日本社会の特徴などに

ついて話し合いました。昨年度も似たワークショップを実施しましたが、1班あたり8人程度のインター

アクターがいたため、あまり話せない生徒もいました。しかし今回は米山記念奨学生の積極的なご

協力により、グループの人数を小さくできたので、各班でのインタビューやディスカッションが何倍も

活発になりました。それは、多くの顧問先生からも評価されています。米山記念奨学生にとっても、有

意義な時間となっていることを実感しました。 



岡山後楽園ＲＣに賛同し、山陽新聞社社会事業団へ 

平成30年7月豪雨義援金100,000円を寄付。 

和歌山東南ロータリークラブ  

 和歌山東南ロータリークラブ（会長 中岡 隆文）は、国際奉仕活動で共同事業をしている岡

山後楽園ＲＣに豪雨のあと、連絡をとり、被害状況を伺いしました。倉敷市真備町の復旧活動が

続いているとのことでした。 

 岡山後楽園ＲＣとしては、山陽新聞社社会事業団へ寄付するとのことでしたので、当クラブ

も「平成30年豪雨義援金」100,000円を岡山後楽園ＲＣ経由で送金いたしました。  

山陽新聞 2018年7月25日水曜日(4面) 抜粋 

お礼状 

クラブ活動報告 



クラブ活動報告 

第44回 まつばら市民まつり 

「縁日」でポリオ撲滅募金の活動を展開 

松原中ロータリークラブ 

 松原中ロータリークラブ(会長 宮本 信宏）は、平成30年8月4日～5日、松原中央公園等

で開かれた第44回まつばら市民まつりにクラブ奉仕地域委員会(委員長 山本 博美)が

中心となって「縁日」の出店を行い、ポリオ撲滅募金の活動などを展開しました。 

 恒例のパレードで幕を開けた第44回まつばら市民まつり。中央公園や松原市文化会館、

市民体育館前などで、盆踊りや縁日など様々なイベントが開催され、家族連れなど多くの

人が真夏の2日間を楽しみました。松原中ロータリークラブも、地域社会の活性化に貢献す

べく、市民まつりの実行委員会の構成員として、毎年参加し、「縁日」の出店をしています。

今年もフランクフルトと飲料水の販売を行うほか、スイカ割大会を催し、スイカを無料にて

振舞いました。 

また、当ＲＣメンバー以外にも、ボランティア活動を学ぶ場として、松原高校インターアク

トクラブのメンバーにお手伝いをして頂きました。 

 特に、「縁日」では、市民の皆様にポリオ撲滅活動について説明し、支援のため寄付を募

り、沢山の方々にご賛同賜り、計19,139円の寄付を戴きました。このほか、啓発活動として、

ポリオバナー（ジュディ・オング）・ポスターを掲示するなど、理解と協力を呼びかけました。 

 松原市では、平成１４年３月に「松原市安全なまちづくり条例」を制定し、市民が安心・安

全に生活できる住みよい地域社会の実現を目指し、行政と多くの地域団体が連携して活

動を行ってきました。様々なアイデアを出し合い、ルールを決めながら市民団体、企業、行

政がひとつになって、取り組まれるこの市民まつりは、「市民による市民のための手づくり

の夏祭り」として松原市の夏の風物詩となり、例年およそ２万人の市民が来場しています。 



クラブ活動報告 

 「災害に負けないで」 ～西日本豪雨災害支援～ 

堺北ロータリークラブ 

  我々、堺北ロータリークラブ（会長 澤井 久和）は、7月の西日本豪雨災害への支援をさせ

ていただきました。 

 集めた義援金は8月17日に愛媛県西予市野村町の義援金窓口へ、総額 640,000円 の振

込みを完了いたしました。 

 送金先を野村町にした理由は、当クラブの会員で愛媛県出身の城岡会員が災害の翌日に

自ら現地に入り状況を見て、一番被害の大きかった場所とうかがいましたので、理事会に

て、決定いたしました。 

 この野村町は、ＴＶや新聞での報道通り、ダムの決壊を恐れ放流したのですが、放流と豪

雨が重なり肱川が決壊してしまい野村町全域が床下・床上浸水しました。野村町は過疎地で

仮設住宅の設置も遅れており、高齢者世帯の方々が体育館等で避難生活を余儀なくされて

います。町の復興や住宅の再建等もまだまだ目処がつかない状況であります。 

 また、送金後すぐに西予市野村支所土居支所長様より、お礼のお手紙をいただきました。 

 末尾となりましたが、1日も早い復興を祈念いたします。 

発災時の野村町の様子 



 ロータリー賞の受賞資格を満たすには、年度開始時から 終了時までクラブが正規にＲＩに加盟している
ことが条件となります。ロータリー賞の受 賞資格にある「正規に ＲＩ に加盟している」とは、ＲＩ からのク
ラブ請求書の金額を遅延なく（国際ロータリーから 60 日未納の催促通知が発行され ることなく）全額
支払ったクラブを意味します。クラブが ＲＩ 請求額を遅延なく支払っているかどうかは、My ROTARY の
「クラブの運営」＞「ク ラブの財務」の下にあるクラブの未納金残高（毎日更新）レポートでご確認くださ
い（このレポートで未納金残高が 0 ドルとなっていること）。 ＲＩ からの請求額は、1 月中旬または 7 月
中旬に請求書が閲覧可能となり次第、すぐにお支払いください。  

 クラブが My ROTARY でクラブ会員の情報を更新している限り、2018-19 年度ロータリー賞の多くの
項目の達成状況は、国際ロータリーで自動 的に確認できます（クラブの記録を更新できるのはクラブ役
員のみとなります。ガバナー補佐がクラブに代わって更新を行うことはできませ ん）。自動的に確認でき
ない項目については、ロータリークラブ・セントラル、ロータリーショーケースで達成状況を入力する必要
があります。 下記の各種オンラインツールを開くには、My ROTARY へのログインが必要です。 

・ クラブの運営：my.rotary.org/ja を開く ＞上記メニューにある「運営する」にカーソルを当て、下位メ
ニューの「クラブと地区の運営」の 下にある「クラブの運営」をクリックする  

・ ロータリークラブ・セントラル：my.rotary.org/ja を開く ＞上記メニューにある「運営する」にカーソルを
当て、下位メニューの「クラブ と地区の運営」の下にある「ロータリークラブ・セントラル」をクリックする 

・ ロータリーショーケース：my.rotary.org/ja を開く ＞上記メニューにある「行動する」にカーソルを当
て、下位メニューの「プロジェクト を立ち上げる」の下にある「ロータリーショーケース」をクリックする  

詳しくは、 

 当地区ホームページの「2018-2019年度ロータリー賞達成ガイド」をご覧ください。 



地区では、登録率 ５０％UP を目標にしています。皆さんのご協力をお願いします。 











ロータリーへようこそ！ 

 より良い世界をめざして活動する120万人の会員から成るロータリーへようこそ。ロータリーの

強さは、会員にあります。会員一人ひとりがクラブにもたらすスキル、経験、熱意が、それぞれの地

域に、そして世界に変化をもたらします。会員が一体となれば、子どもたちを苦しめるポリオを世界

からなくし、平和の担い手を育て、疾病、飢餓、識字、貧困といった問題も少しずつ解決できると私

たちは信じています。交流を通じてアイデアを広げ、関心や社会奉仕への熱意を同じくする人たち

と生涯にわたる友情を築く。それが、ロータリーのコミュニティです。クラブ、地区、国際ロータリー

のリソースを最大限に活用し、積極的に参加してください。 

はじめよう 

 クラブのプロジェクトや活動にすすんで参加すれば、ロータリーでの経験がさらに楽しく実り豊

かなものとなるでしょう。 

もっと多くのロータリアンと出会おう 

 ロータリーの世界的ネットワークを通じて、日本だけでなく、海外でも知り合いや友人をつくりな

がら、世界中の地域社会のための支援ネットワークを広げることができます。 

【My ROTARY から、抜粋】 





2018-2019年度 国際ロータリー第2640地区 オフィシャルホームページ 

http://rid2640g.com/kashihata/ 
2018-2019年度 国際ロータリー第2640地区 facebookページ 

https://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ 

ガバナー月信は、地区と地区内クラブの

情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に

活かせてもらうため、情報収集に努めてい

ます。皆様の寄稿、ご協力をお願いします。 

具体的には、記念事業や特別例会、クラ

ブ奉仕活動、親睦活動（家族会、親睦旅行、

同好会等）や会員増強等、職業奉仕（講演

会、講習会、視察等）、社会奉仕（清掃活動、

福祉・教育支援事業等）、国際奉仕（友好クラ

ブとの交流、各社会奉仕プロジェクト）、青少

年奉仕（青少年交換、インターアクト、ロー

ターアクト、ライラ等）、そのほか、ロータリー

財団、米山記念奨学会等の活動などの案

内、募集、報告等の寄稿をお願いします。 

また、ご提供いただける情報は、文書面、

資料、写真をＦＡＸ、封書等又はメールでガ

バナー事務所へご送付ください。 

月信では、引き続き、国際ロータリー、地

区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の

収集等、紙面の充実に努めてまいります。ご

協力をお願いします。 

10月の行事予定表 

※ロータリー文庫通信は、２ヶ月に１回の発行と

なりました。次回掲載は、1１月号になります。 


